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一
　
は
じ
め
に

宮
崎
県
で
初
め
て
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
て
六
〇
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
。
草
創
期
の
資
料
は
特
に
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
大
規
模

開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
等
な
ど
に
よ
っ
て
増
加
を
続
け
て
い
る
。

南
九
州
の
初
期
縄
文
文
化
は
そ
の
資
料
の
多
さ
か
ら
先
進
性
と
優
位
性
が
話

題
と
な
る
一
方
で
、
土
器
の
系
統
の
問
題
や
比
較
材
料
の
乏
し
さ
か
ら
列
島
他

地
域
と
の
時
間
的
対
比
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
近
年
の
調
査
に
お
い
て
は
そ
の
課
題
を
解
消
で
き
る
よ
う
な
成
果
が

得
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
今
回
県
内
の
資
料
集
成
を
行
い
、
宮
崎
県
に
お
け
る
草
創

期
研
究
の
現
状
を
概
観
し
た
い
。

な
お
、
草
創
期
の
時
期
範
囲
に
つ
い
て
は
異
論
が
多
い
こ
と
を
承
知
で
土
器

の
出
現
か
ら
岩
本
式
ま
で
の
時
期
を
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
（
註
）。

二
　
宮
崎
県
内
の
縄
文
草
創
期
の
調
査
・
研
究
略
史

多
く
の
研
究
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
宮
崎
市
の
堂
地
西
遺
跡
・
椎
屋

形
第
一
遺
跡
な
ど
の
発
掘
調
査
を
境
に
し
て
そ
の
前
後
に
一
期
ず
つ
設
け
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
三
期
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
こ
の
う
ち
一
期
・

二
期
に
つ
い
て
は
岩
永
哲
夫
が
ま
と
め
て
お
り
（
岩
永
一
九
九
三
・
一
九
九
七
）、

本
稿
で
は
そ
れ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

①　

第
一
期
（
～
昭
和
四
〇
年
代
）

本
県
で
の
草
創
期
の
発
掘
調
査
は
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
に
行
わ
れ
た

串
間
市
大
平
遺
跡
に
始
ま
る
。
河
口
貞
徳
が
行
っ
た
こ
の
調
査
で
は
シ
ラ
ス
直

上
の
Ⅴ
層
か
ら
隆
帯
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
は
南
九
州
短
期
大
学
の
鈴
木
重
治
が
延
岡
市

北
方
町
岩
土
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の
第
二
文
化
層
か
ら
隆
帯
文
土

器
と
半
船
底
形
細
石
刃
核
、
剥
片
素
材
の
細
石
刃
核
、
細
石
刃
が
出
土
し
て
い

る
。
鈴
木
は
こ
の
文
化
層
を
「
後
期
旧
石
器
時
代
の
終
末
か
ら
新
石
器
時
代
へ

の
変
革
の
時
期
に
相
当
す
る
」
と
し
、「
愛
媛
県
上
黒
岩
洞
穴
の
有
舌
尖
頭
器

と
隆
帯
文
、
広
島
県
馬
渡
岩
陰
の
有
舌
尖
頭
器
と
細
線
刻
文
と
の
組
み
合
わ
せ

に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
国
、
四
国
ま
で
見
ら
れ
る
土
器
の
出
現
の
あ
り
方
と

違
っ
て
九
州
独
自
の
あ
り
方
と
し
て
従
来
知
ら
れ
た
細
石
器
と
の
組
み
合
わ
せ

の
姿
が
本
遺
跡
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

②　

第
二
期
（
～
平
成
九
年
頃
）

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
宮
崎
学
園
都
市
建
設
に
伴
っ
て
堂
地
西
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
本
県
で
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
草
創

期
の
資
料
の
出
土
事
例
と
い
え
る
。
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
下
位
の
Ⅳ
～
Ⅴ
層
上

部
に
か
け
て
口
縁
部
周
辺
に
隆
帯
を
つ
ま
ん
で
貼
り
付
け
た
結
果
、
隆
帯
上
に

横
「
ハ
」
の
字
の
爪
形
文
を
残
す
も
の
や
肥
厚
さ
せ
た
口
縁
部
周
辺
に
爪
形
文

を
施
す
も
の
な
ど
五
〇
〇
点
が
出
土
し
て
い
る
。
石
器
と
し
て
は
局
部
磨
製
石

斧
、
砂
岩
製
の
石
鏃
、
黒
曜
石
製
の
細
石
刃
、
黒
曜
石
製
の
剥
片
が
同
一
層
か

ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
が
す
べ
て
共
伴
す
べ
き
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
い
ま
だ

結
論
づ
い
て
い
な
い
。
又
こ
の
調
査
で
は
集
石
遺
構
に
対
し
て
熱
ル
ミ
ネ
ッ
セ

ン
ス
法
に
よ
る
年
代
測
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
〇
二
二
〇
Ｂ
Ｐ
と
九
四
五
〇

Ｂ
Ｐ
の
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
は
串
間
市
三
幸
ヶ
野
第
二
遺
跡
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
。
サ
ツ
マ
火
山
灰
層
（
一
一
〇
〇
〇
Ｂ
Ｐ
）
の
下
の
Ⅵ
～
Ⅶ
層
か
ら

土
坑
一
基
、
集
石
遺
構
二
基
と
隆
帯
文
土
器
等
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

平
成
三
年
に
は
椎
屋
形
第
一
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
草
創
期
の

調
査
範
囲
は
四
〇
〇
㎡
と
小
規
模
な
が
ら
、
Ⅵ
層
か
ら
集
石
遺
構
二
基
と

一
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
複
数
の
施
文
方
法
の
隆
帯
文
土
器
や
爪
形
文
土
器
と
共
に

石
鏃
や
丸
ノ
ミ
型
石
斧
な
ど
の
各
種
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
本
遺
跡
の
調
査

に
よ
っ
て
貝
殻
押
圧
文
土
器
が
本
県
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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平
成
五
年
に
は
串
間
市
西
ノ
園
遺
跡
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
、
桜
島
パ
ミ
ス

を
含
ん
だ
層
の
下
層
に
お
い
て
隆
帯
文
土
器
の
包
含
層
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
事
例
で
得
ら
れ
た
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
南
九
州
の
縄
文
草
創

期
の
土
器
編
年
の
検
討
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
示
準
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
期
で
は
隣
県
の
鹿
児
島
県
に
お
い
て
も
鹿
児
島
市
掃
除
山
遺
跡
や
南

さ
つ
ま
市
栫
ノ
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
著
し
い
草
創
期
の
資
料

増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
南
九
州
地
域
の
資
料
増
加
の
結
果
を
受
け

て
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
宮
崎
考
古
学
会
と
南
九
州
の
縄
文
時
代
草
創
期

を
考
え
る
会
主
催
で
「
南
九
州
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
諸
問
題
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
当
時
の
資
料
集
成
や
事
実
関
係
の
確
認
、
土
器
編
年
や
文
化
様
相

の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は
鹿
児
島
県
考
古
学

会
と
宮
崎
考
古
学
会
の
合
同
研
究
会
で
「
旧
石
器
か
ら
縄
文
へ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
旧
石
器
～
縄
文
早
期
に
関
わ
る
遺
構
・
遺
物
の
検
討
が
行
わ
れ
、
草
創
期

の
資
料
に
つ
い
て
も
概
観
さ
れ
て
検
討
す
べ
き
課
題
等
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
二
年
後
に
は
宮
崎
縄
文
研
究
会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
宮
崎

県
内
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
集
成
』
で
県
内
の
資
料
集
成
が
行
わ

れ
、
草
創
期
の
遺
跡
は
県
内
全
域
で
二
五
遺
跡
に
上
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
同
書
で
は
県
内
の
草
創
期
の
遺
物
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③　

第
三
期
（
平
成
九
年
頃
～
）

東
九
州
自
動
車
道
関
連
や
農
業
基
盤
整
備
事
業
等
の
開
発
事
業
に
伴
っ

て
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
多
発
し
、
草
創
期
の
資
料
は
さ
ら
に
激
増
し
た
。

二
〇
〇
八
年
に
筆
者
が
一
度
集
成
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
段
階
で
草
創
期

の
遺
構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
た
遺
跡
数
は
七
七
ま
で
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
後

も
資
料
は
増
え
続
け
、
今
回
八
八
遺
跡
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

の
中
で
特
に
重
要
な
調
査
成
果
が
得
ら
れ
た
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

東
諸
県
郡
国
富
町
塚
原
遺
跡
で
は
赤
色
顔
料
の
塗
布
さ
れ
た
草
創
期
の
土
器

が
出
土
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
釣
鐘
状
土
製
品
の
報
告
も
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は

隆
帯
文
土
器
と
一
部
の
細
石
刃
核
に
つ
い
て
層
位
的
に
分
離
し
た
状
態
で
出
土

し
て
い
る
。
同
じ
国
富
町
の
木
脇
遺
跡
で
は
そ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
口
縁
部
を
肥
厚
さ
せ
た
よ
う
な
形
態
の
隆
帯
文
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

て
い
る
。

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
阿
蘇
原
上
遺
跡
で
は
Ⅷ
層
か
ら
Ⅹ
層
に
か
け
て
早
期
の

遺
物
と
混
在
す
る
状
況
だ
が
、
他
地
域
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
爪
形
文
土
器
と
隆

帯
文
土
器
が
共
出
す
る
遺
物
包
含
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
土

器
と
剥
片
の
木
口
部
分
に
作
業
面
を
設
定
す
る
細
石
刃
核
や
尖
頭
器
、
石
鏃
な

ど
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
共
伴
関
係
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
児
湯
郡
高
鍋
町

赤
石
天
神
元
遺
跡
で
は
草
創
期
の
遺
物
包
含
層
が
確
認
さ
れ
、
隆
帯
文
土
器
に

伴
う
石
器
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。

児
湯
郡
川
南
町
尾
花
Ａ
遺
跡
で
は
遺
物
を
伴
う
竪
穴
状
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。

宮
崎
市
清
武
町
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
や
都
城
市
山
之
口
町
王
子
山
遺

跡
で
は
多
量
の
隆
帯
文
土
器
や
石
器
と
と
も
に
、
複
数
の
竪
穴
住
居
（
竪
穴
状

遺
構
）、
集
石
遺
構
や
炉
穴
な
ど
の
各
種
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
草
創
期
の
集
落

の
様
相
が
把
握
で
き
る
よ
う
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
両
遺
跡
と
も
に

検
出
さ
れ
た
遺
構
は
重
複
す
る
様
子
が
見
ら
れ
（
第
１
図
）、
一
定
期
間
存
続

す
る
よ
う
な
集
落
が
隆
帯
文
土
器
期
に
は
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
南
九
州
の
草
創
期
文
化
は
他
地
域
と
の
時
間
的
な
並
行
関

係
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
で
は
隆
線

文
土
器
、
矢
柄
研
磨
器
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
阿
蘇
原
上
遺
跡
出
土
の
爪
形

文
土
器
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
他
地
域
と
の
比
較
材
料
と
な
り
う
る
。
ま

た
重
複
す
る
遺
構
群
も
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
列
島
規
模
で
の

議
論
が
で
き
る
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
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三
　
現
在
ま
で
に
検
出
さ
れ
て
い
る
遺
構
に
つ
い
て

県
南
地
域
の
都
城
市
や
串
間
市
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
土
層
堆
積
が
厚
い
こ

と
や
サ
ツ
マ
火
山
灰
が
面
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
草
創
期
と
早
期
の
遺

構
・
遺
物
を
層
位
的
に
分
離
し
て
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
県
央
以

北
の
地
域
で
は
サ
ツ
マ
火
山
灰
が
見
つ
か
る
こ
と
が
少
な
く
土
層
堆
積
も
薄
い

こ
と
か
ら
、
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
下
位
か
ら
霧
島
小
林
軽
石
を
含
む
ロ
ー
ム
層

の
上
位
に
か
け
て
の
土
層
中
か
ら
早
期
の
遺
物
と
草
創
期
の
遺
物
が
混
在
す
る

状
況
で
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
遺
構
に
つ
い
て
も
理
化
学
的
年
代
測
定

法
な
ど
を
使
用
し
な
い
と
同
じ
調
査
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
の
帰
属
時
期
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
近
年
の
調
査
に
お
い
て
草
創
期
の
遺
構
の
検
出

事
例
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
以
下
に
個
別
の
遺
構
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

①	

竪
穴
住
居
・
竪
穴
状
遺
構

尾
花
Ａ
遺
跡
で
竪
穴
状
遺
構
一
棟
、
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
竪
穴

住
居
一
四
棟
、
王
子
山
遺
跡
で
竪
穴
状
遺
構
四
棟
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
三
遺

跡
と
も
遺
構
埋
土
よ
り
多
く
の
隆
帯
文
土
器
等
が
出
土
し
て
い
る
。

清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
の
住
居
の
平
面
プ
ラ
ン
は
不
整
楕
円
形
・
不

整
円
形
・
不
整
方
形
の
も
の
が
見
ら
れ
、
そ
の
規
模
は
長
軸
が
五
．
二
二
～
二
．

一
六
ｍ
、
短
軸
が
五
．
二
～
一
．
八
ｍ
、
床
面
積
は
一
八
．
〇
二
～
三
．
三
五

㎡
と
い
う
状
況
で
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
な
お
、
住
居
に
伴
う
柱
穴
は
す

べ
て
竪
穴
の
周
囲
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
住
居
内
に
は
炉
が
検
出
さ
れ
た

も
の
が
五
棟
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
石
組
炉
で
あ
っ
た
。

王
子
山
遺
跡
の
竪
穴
状
遺
構
に
伴
う
柱
穴
は
竪
穴
の
周
囲
に
検
出
さ
れ
た
も

の
と
竪
穴
内
部
に
検
出
さ
れ
た
も
の
と
二
種
類
確
認
さ
れ
て
い
る
。

草
創
期
後
半
段
階
で
竪
穴
住
居
を
複
数
持
つ
集
落
は
日
本
列
島
全
体
に
見
ら

れ
る
こ
と
や
竪
穴
住
居
の
構
造
な
ど
か
ら
水
ノ
江
和
同
は
九
州
の
草
創
期
後
半

の
集
落
は
列
島
全
体
と
同
じ
枠
組
み
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘

し
て
い
る
（
水
ノ
江
二
〇
〇
九
）。

な
お
、
及
川
穣
は
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
の
一
四
棟
の
住
居
跡
に
つ

い
て
は
遺
構
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
、
多
い
場
合
で
も
三
～
四
棟
の
居
住
単
位

を
想
定
し
て
い
る
（
及
川
二
〇
一
四
）。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
高
鍋
町
牧
内
第
一
遺
跡
で
は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
下
位
の

暗
褐
色
ロ
ー
ム
層
か
ら
霧
島
小
林
軽
石
を
含
む
褐
色
ロ
ー
ム
層
に
か
け
て
環
状

に
巡
る
ピ
ッ
ト
群
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
テ
ン
ト
的
な
施
設
が
想
定
さ
れ
て
い

る
が
、
明
確
な
遺
物
が
伴
っ
て
い
な
い
た
め
早
期
の
遺
構
の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
同
様
の
事
例
と
し
て
延
岡
市
山
田
遺
跡
、
高
鍋
町
野
首
第
二
遺
跡
、
小

林
市
内
屋
敷
遺
跡
で
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
縄
文
早
期
の
も
の
と
し

て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

第１図　清武上猪ノ原遺跡第 5 地区縄文草創期遺構
配置図（S=1/600）
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②	

集
石
遺
構
と
配
石
遺
構

前
述
の
と
お
り
理
化
学
的
年
代
測
定
法
な
ど
を
使
用
し
な
い
と
早
期
の
資
料

と
視
覚
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
特
に
困
難
な
遺
構
で
あ
る
。
早
期
の
遺
構
と
の

検
出
面
の
高
低
差
や
、
草
創
期
の
遺
物
と
平
面
分
布
が
重
な
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
て
草
創
期
の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
七
遺

跡
三
四
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。

早
期
の
集
石
遺
構
と
比
べ
る
と
小
規
模
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
底
石
を
持
つ

も
の
は
な
く
、
掘
り
込
み
が
な
い
も
の
も
目
立
つ
。
早
期
中
葉
に
み
ら
れ
る
深

い
掘
り
込
み
を
有
す
る
よ
う
な
集
石
遺
構
は
現
状
で
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

確
実
な
草
創
期
の
配
石
遺
構
は
三
幸
ヶ
野
第
二
遺
跡
で
一
基
、
王
子
山
遺
跡

で
八
基
検
出
さ
れ
て
お
り
、
炉
と
し
て
の
機
能
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
そ

う
で
な
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
王
子
山
遺
跡
で
は
平
面
形
が
舟
形
の
い
わ
ゆ
る

舟
形
配
石
炉
（
第
２
図
）
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
炉
穴
と
の
切

り
合
い
関
係
が
み
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。

③　

炉
穴
・
炉
状
遺
構

遺
構
埋
土
に
多
く
の
焼
土
や
炭
化
物
を
伴
っ
て
い
た
り
、
床
面
に
焼
土
が
検

出
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
認
定
さ
れ
る
遺
構
だ
が
、
集
石
遺
構
と
同
様
に
視
覚

的
に
早
期
の
資
料
と
草
創
期
の
資
料
を
分
類
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
見
つ

か
る
こ
と
が
多
い
。
王
子
山
遺
跡
で
は
多
く
の
切
り
合
い
関
係
が
認
め
ら
れ
て

お
り
（
第
３
図
）、
長
楕
円
形
プ
ラ
ン
の
も
の
は
そ
の
切
り
合
い
関
係
の
た
め

に
溝
状
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
高
鍋
町
北
牛
牧
第
五
遺
跡
な
ど
で
検
出

さ
れ
て
い
る
円
形
プ
ラ
ン
の
も
の
は
地
床
炉
が
想
定
さ
れ
る
。
現
状
で
は
炉
穴

が
三
遺
跡
三
三
基
、
地
床
炉
が
二
遺
跡
二
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。

④　

陥
し
穴

本
遺
構
は
基
本
的
に
遺
物
が
伴
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
う
え
に
、
炭
化
物
等

も
伴
う
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
時
期
決
定
が
難
し
い
。
埋
土
の
状
況
や
埋
土
中

の
炭
化
物
の
年
代
測
定
結
果
に
よ
り
草
創
期
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
現
状
で
は
九
遺
跡
一
四
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。

⑤　

土
坑

清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
は
一
九
基
の
土
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
規
模
・
形
態
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
Ｓ
Ｃ
三
二
九	

は
深

さ
約
八
〇
セ
ン
チ
の
袋
状
竪
穴
の
よ
う
な
形
状
で
、
埋
土
中
か
ら
剥
片
素
材
の

細
石
刃
核
と
黒
曜
石
や
安
山
岩
製
の
石
鏃
、
隆
帯
文
土
器
片
等
が
出
土
し
て
お

り
注
目
さ
れ
る
。
王
子
山
遺
跡
で
も
土
坑
一
〇
基
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
貯
蔵

穴
、
廃
棄
土
坑
、
墓
壙
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
牧
内
第
一
遺
跡
で
は
床
面
に
複
数
の
ピ
ッ
ト
を
有
す
る
土
坑
が
検
出
さ

れ
て
お
り
、
遺
構
埋
土
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
結
果
に
よ
る
と
一
〇
一
四
〇

±
六
〇
Ｂ
Ｐ
と
い
う
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
構
は
清
武
上
猪

ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
や
川
南
町
前
ノ
田
村
上
第
二
遺
跡
で
も
多
数
検
出
さ
れ
て

い
る
が
、
明
確
な
帰
属
時
期
や
用
途
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

⑥　

遺
跡
（
遺
構
と
遺
物
量
）
の
増
減
に
つ
い
て

馬
籠
亮
道
と
筆
者
は
近
年
の
南
九
州
の
草
創
期
の
様
相
を
紹
介
す
る
中
で
、

第２図　王子山遺跡配石遺構実測図（S=1/40）

第３図　王子山遺跡炉穴実測図（S=1/80）
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隆
帯
文
土
器
の
時
期
を
中
心
と
し
て
そ
の
前
後
で
は
遺
跡
数
の
変
動
が
見
ら
れ

る
こ
と
、
検
出
さ
れ
る
遺
構
に
も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

宮
崎
県
内
の
様
子
を
見
て
も
前
隆
帯
文
土
器
期
（
細
石
刃
期
～
隆
線
文
土
器

の
段
階
）
で
は
遺
跡
数
が
一
四
六
遺
跡
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
礫
群
、
陥
し
穴

状
遺
構
、
土
坑
と
い
う
状
況
で
定
住
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
隆
帯
文

土
器
期
に
は
遺
跡
数
は
四
九
遺
跡
と
減
少
す
る
が
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
竪
穴

住
居
、
集
石
遺
構
、
炉
穴
、
陥
し
穴
状
遺
構
、
土
坑
と
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に

な
り
、
遺
物
量
も
爆
発
的
に
増
え
る
状
況
か
ら
定
住
性
が
高
ま
っ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
隆
帯
文
土
器
後
の
遺
跡
数
は
二
四
遺
跡
と
さ
ら
に
減
少
す
る
。
宮

崎
県
で
は
こ
の
時
期
の
竪
穴
住
居
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
確
な
遺
構
と
し

て
は
土
坑
だ
け
で
遺
物
量
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
各
時
期
の
存
続
期
間
な
ど
を

考
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
，
竪
穴
住
居
な
ど
が
構
築
さ
れ
る
隆
帯
文
土
器
段
階

や
後
続
す
る
早
期
前
半
段
階
と
比
べ
て
，
遺
構
形
成
活
動
は
一
旦
低
下
し
て
い

る
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
馬
籠
・
秋
成
二
〇
一
五
）。

こ
の
よ
う
な
遺
跡
数
等
の
変
化
の
要
因
と
し
て
は
遺
跡
の
年
代
幅
や
当
時
の

人
々
の
生
活
様
式
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
結
果
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
当
時
の
自
然
環
境
の
変
化
等
も
踏
ま
え
た
う

え
で
の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四
　
草
創
期
土
器
の
研
究

南
九
州
の
土
器
編
年
を
構
築
し
て
い
く
中
で
多
く
の
研
究
者
が
宮
崎
県
・
鹿

児
島
県
の
資
料
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は

粘
土
貼
付
文
や
無
文
土
器
→
隆
線
文
（
細
い
隆
帯
文
）
→
太
い
隆
帯
→
隆
帯
文

の
口
縁
部
へ
の
集
中
→
隆
帯
文
の
狭
小
化
・
形
骸
化
か
ら
早
期
の
貝
殻
円
筒
形

土
器
様
式
へ
の
展
開
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
の
中
で
特
に
宮

崎
県
の
資
料
に
つ
い
て
は
三
幸
ヶ
野
第
二
遺
跡
、
堂
地
西
遺
跡
、
椎
屋
形
第
一

遺
跡
の
資
料
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

雨
宮
瑞
生
は
草
創
期
前
葉
に
鹿
児
島
市
の
加
治
屋
園
遺
跡
・
横
井
竹
ノ
山
遺

跡
の
資
料
を
当
て
、
中
葉
に
掃
除
山
遺
跡
、
後
葉
に
堂
地
西
遺
跡
、
鹿
児
島
県

指
宿
市
岩
本
遺
跡
の
資
料
を
当
て
て
い
る
（
雨
宮
一
九
九
四
な
ど
）。
児
玉
健

一
郎
は
草
創
期
全
体
を
隆
帯
文
以
前
と
隆
帯
文
Ⅰ
期
～
Ⅳ
期
の
五
期
に
分
け
た
。

隆
帯
文
Ⅰ
期
は
隆
線
文
土
器
の
段
階
、
Ⅱ
期
は
幅
広
の
隆
帯
文
が
出
現
す
る
隆

帯
文
土
器
の
最
盛
期
と
し
、
Ⅲ
期
を
隆
帯
の
貼
付
部
位
が
口
縁
部
に
集
約
さ
れ

る
段
階
、
Ⅳ
期
は
隆
帯
の
狭
小
化
、
単
条
化
、
形
骸
化
と
器
形
が
円
筒
形
に
な

る
段
階
と
設
定
し
て
い
る
。
隆
帯
文
Ⅱ
期
に
は
三
幸
ヶ
野
第
二
遺
跡
、
Ⅲ
期
に

は
延
岡
市
北
方
町
蔵
田
遺
跡
・
堂
地
西
遺
跡
・
椎
屋
形
第
一
遺
跡
の
隆
帯
文
土

器
を
当
て
、
Ⅳ
期
に
は
堂
地
西
遺
跡
の
隆
帯
文
を
巡
ら
す
円
筒
形
の
土
器
を
当

て
て
い
る
（
児
玉
二
〇
〇
八
）。

こ
れ
ら
論
考
の
よ
う
に
宮
崎
県
域
の
資
料
に
つ
い
て
は
草
創
期
の
中
葉
以
降

の
資
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
中
、
村
上
は
堂
地
西
遺
跡
の
資
料
を

古
い
時
期
の
資
料
と
位
置
づ
け
た
。
村
上
は
長
崎
県
佐
世
保
市
泉
福
寺
洞
穴
の

層
位
的
な
出
土
事
例
を
も
と
に
隆
起
線
文
（
Ⅰ
期
）
→
爪
形
文
（
Ⅱ
期
）
→
撚

糸
文
（
Ⅲ
期
）
と
大
き
く
三
時
期
に
区
分
し
、
椎
屋
形
第
一
遺
跡
や
堂
地
西
遺

跡
で
出
土
し
た
隆
帯
文
上
に
指
頭
押
圧
文
が
見
ら
れ
る
資
料
や
粘
土
紐
を
指

で
挟
み
な
が
ら
隆
帯
を
施
文
す
る
土
器
を
Ⅰ
期
に
位
置
づ
け
て
い
る
（
村
上

二
〇
〇
〇
）。
雨
宮
や
児
玉
が
椎
屋
形
第
一
遺
跡
や
堂
地
西
遺
跡
の
資
料
を
掃

除
山
遺
跡
や
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町
三
角
山
Ⅰ
遺
跡
な
ど
の
資
料
よ
り
新

し
く
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
村
上
は
こ
れ
ら
を
同
時
期
の
も
の
と
し
て
い
る
点

が
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
た
編
年
観
と
は
異
な
る
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、

村
上
は
そ
の
後
、
こ
の
考
え
を
細
分
し
て
南
九
州
の
土
器
編
年
を
隆
起
線
に
押

圧
が
加
わ
る
土
器
（
掃
除
山
・
三
角
山
段
階
）
→
隆
起
線
上
に
矢
羽
根
状
に
連

続
す
る
摘
み
痕
を
残
す
土
器
（
堂
地
西
段
階
、
第
４
図
３
・
12
）
→
口
縁
部
に

密
に
爪
形
文
を
配
す
る
土
器
（
椎
屋
形
段
階
、
第
４
図
７
・
11
）
→
水
迫
・
岩

本
段
階
と
す
る
変
遷
を
想
定
し
、
日
本
列
島
西
部
の
草
創
期
土
器
編
年
を
検
討
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し
た
西
ノ
薗
遺
跡
で
は
Ⅰ
・
Ⅱ
類
と
Ⅳ
類
に
相
当
す
る
土
器
が
あ
り
、
堂
地
西

遺
跡
の
よ
う
な
爪
形
文
が
蜜
に
施
文
さ
れ
て
い
る
資
料
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を

分
析
し
て
い
る
。
こ
の
爪
形
文
土
器
に
つ
い
て
は
新
東
晃
一
が
桜
島
テ
フ
ラ
の

下
層
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
桜
島
テ
フ
ラ
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
地
域
に
分
布
し
、
隆
帯
文
土
器
よ
り
も
新
し
い
資
料
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
雨
宮
等
の
示
す
隆
帯
文
土
器
の
編
年
に
つ
い
て
太
目

の
隆
帯
を
押
圧
し
て
貼
り
付
け
る
段
階
→
隆
帯
を
指
先
で
挟
ん
で
貼
り
付
け
る

段
階
→
隆
帯
を
貼
り
付
け
る
と
き
に
付
い
た
爪
形
文
が
見
ら
れ
る
段
階
へ
の
変

遷
で
概
ね
理
解
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
、
県
北
地
域
の
蔵
田
遺
跡
や
岩
土
原

遺
跡
、
県
央
地
域
の
児
湯
郡
新
富
町
瀬
戸
口
遺
跡
の
資
料
の
中
に
は
隆
帯
の
幅

や
施
文
方
法
が
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
県
内
に
お
け
る
地
域
性
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
日
高
一
九
九
九
）。

な
お
、
堂
地
西
遺
跡
の
資
料
に
つ
い
て
は
大
塚
達
郎
が
直
接
器
面
に
指
頭
押

圧
を
加
え
指
頭
圧
痕
文
で
上
位
紋
様
帯
を
表
出
す
る
土
器
が
粘
土
紐
を
螺
旋
状

に
巻
き
つ
け
、
横
方
向
に
羽
状
の
つ
ま
み
痕
を
残
す
手
法
の
土
器
と
併
存
す
る

典
型
例
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
九
州
固
有
の
爪
形
文
土
器
の
原
型
と
し
て

と
り
あ
げ
て
い
る
（
大
塚
一
九
八
四
）。

日
高
の
論
考
と
前
後
す
る
が
、
宮
崎
縄
文
研
究
会
に
よ
る
資
料
集
成
が
行
わ

れ
た
際
に
森
田
浩
次
・
桒
畑
光
博
に
よ
っ
て
県
内
の
草
創
期
の
土
器
に
つ
い
て

以
下
の
五
つ
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
（
森
田
・
桒
畑
一
九
九
七
）。

①
岩
土
原
遺
跡
の
細
石
器
と
土
器
（
第
４
図
１
）
の
共
出
に
つ
い
て

岩
土
原
遺
跡
第
二
文
化
層
で
出
土
し
て
い
る
隆
帯
文
土
器
は
、
調
査
者
の
鈴

木
も
福
井
洞
穴
で
細
石
器
と
共
伴
し
た
隆
線
文
土
器
・
爪
形
文
土
器
と
も
様
相

が
異
な
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
鹿
児
島
県
で
細
石
器
と

共
伴
し
て
い
る
粘
土
紐
貼
付
土
器
や
無
文
土
器
、
鹿
児
島
県
出
水
市
上
場
遺
跡

の
爪
形
文
土
器
の
い
ず
れ
と
も
様
相
が
異
な
り
、
雨
宮
の
草
創
期
土
器
編
年
の

な
か
の
掃
除
山
段
階
（
草
創
期
中
葉
）
の
資
料
に
近
似
す
る
と
指
摘
し
た
。

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
宮
崎
県
南
部
の
資
料
を
一
〇
種
類
に
分
類
し
て
お
り
、

木
脇
遺
跡
や
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
多
く
出
土
し
て
い
る
口
縁
部
を

肥
厚
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
る
隆
帯
文
土
器
（
第
４
図
８
・
9
）
を
Ⅸ
類
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
が
、
編
年
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
保
留
と
し
て

い
る
（
村
上
二
〇
〇
七
）。

前
述
の
と
お
り
、
他
地
域
と
比
較
検
討
で
き
る
よ
う
な
土
器
が
南
九
州
で
は

あ
ま
り
出
土
事
例
が
な
く
、
南
九
州
域
で
の
土
器
編
年
が
議
論
の
中
心
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
阿
蘇
原
上
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
他
地
域
と
比
較
で
き
る

よ
う
な
爪
形
文
土
器
（
第
４
図
５
）
が
隆
帯
文
土
器
と
と
も
に
出
土
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

鈴
木
正
博
は
阿
蘇
原
上
遺
跡
の
爪
形
文
土
器
に
つ
い
て
泉
福
寺
洞
穴
六
層
の

爪
形
文
土
器
、
佐
世
保
市
福
井
洞
穴
二
層
の
爪
形
文
土
器
と
比
較
し
、
口
唇
部

装
飾
帯
の
あ
り
方
、
爪
形
文
の
文
様
構
成
、
施
文
密
度
、
文
様
の
区
画
帯
が
存

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
阿
蘇
原
上
式
」
を
制
定
し
て
、
泉
福
寺
六
層
や
福

井
二
層
よ
り
古
く
位
置
づ
け
た
。
区
画
帯
の
指
摘
に
つ
い
て
「
下
宿
式
」
と
の

共
通
性
を
述
べ
て
い
る
（
鈴
木
二
〇
〇
四
）。
な
お
、
村
上
も
本
州
と
九
州
の

爪
形
文
土
器
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
阿
蘇
原
上
の
資
料
に
対
し
て
は
鈴
木
と

同
様
の
見
解
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
村
上
二
〇
一
四
）。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
宮
崎
県
域
の
資
料
は
主
に
南
九
州
全

体
の
土
器
編
年
の
中
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
県
内
の
草
創
期
土
器
編
年
に
つ

い
て
は
前
述
の
村
上
の
論
考
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
に
は
、
日
高
孝
治
が
提

示
し
て
い
る
く
ら
い
で
あ
ま
り
議
論
は
活
発
で
は
な
い
。

日
高
は
椎
屋
形
第
一
遺
跡
の
隆
帯
文
土
器
つ
い
て
Ⅰ
類
（
粘
土
紐
指
押
さ
え

に
よ
る
指
頭
圧
痕
、
第
４
図
６
）、
Ⅱ
類
（
無
文
の
三
角
隆
帯
）、
Ⅲ
類
（
隆
帯

上
に
棒
状
工
具
痕
）、
Ⅳ
類
（
粘
土
紐
を
指
先
で
挟
み
な
が
ら
押
さ
え
つ
け
て

隆
帯
を
施
文
し
た
も
の
）
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
堂

地
西
遺
跡
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
の
Ⅰ
類
が
出
土
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
サ
ツ
マ
火
山
灰
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
下
層
か
ら
草
創
期
の
遺
物
が
出
土
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の
遺
物
の
出
土
レ
ベ
ル
が
土
器
様
相
や
時
期
差
を
現
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
。こ

の
五
つ
の
検
討
は
当
時
の
資
料
集
成
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

未
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
県
内
で
の
地

域
色
の
検
討
で
あ
る
。
県
内
の
地
域
性
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は

日
高
も
指
摘
し
て
お
り
、
南
九
州
の
草
創
期
は
隆
帯
文
土
器
文
化
と
ひ
と
く
く

り
に
す
る
の
で
は
な
く
地
域
色
を
検
討
し
な
け
れ
ば
現
状
で
分
類
さ
れ
て
い
る

資
料
が
時
間
軸
の
縦
並
び
の
も
の
な
の
か
、
横
並
び
な
の
か
と
い
う
こ
と
の
詳

細
は
不
明
な
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
う
。
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
課
題
と
い
え
る
。

こ
の
二
つ
の
論
考
の
ほ
か
に
は
、
こ
こ
数
年
は
県
内
の
草
創
期
の
土
器
に
つ

い
て
目
立
っ
た
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
近
年
の
調
査
成
果
を

受
け
て
二
つ
の
論
考
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
者
は
今
ま
で
あ
ま
り
議
論
が
活
発

で
な
か
っ
た
県
内
の
貝
殻
押
圧
文
土
器
に
つ
い
て
、
後
者
は
隆
帯
文
土
器
の
施

文
方
法
の
変
遷
を
王
子
山
遺
跡
の
調
査
成
果
の
中
で
追
認
で
き
た
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

筆
者
は
近
年
の
調
査
成
果
か
ら
宮
崎
県
に
も
貝
殻
押
圧
文
土
器
が
少
な
く
と

も
児
湯
郡
以
南
に
は
存
在
す
る
こ
と
を
紹
介
し
、
貝
殻
押
圧
文
が
施
さ
れ
る
土

器
に
は
や
や
胴
が
貼
り
内
湾
す
る
口
縁
部
の
器
形
（
第
４
図
９
）
が
み
ら
れ
る

こ
と
、
隆
帯
は
単
条
の
も
の
や
多
条
だ
が
薄
く
そ
の
単
位
が
不
明
瞭
な
も
の
、

肥
厚
帯
を
持
つ
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
指
摘
し
、
児
玉
編
年
の
隆
帯
文
Ⅲ
期
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
隆
帯
の
特
徴
か
ら
Ⅲ
期
の
中
で
も
新
し
い
様

相
を
示
し
て
お
り
、
水
迫
式
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
今
後
の
課
題
と
し
て
は
県
南
部
の
王
子
山
遺
跡
の
資
料
の
出
土
状
況

と
の
整
合
性
を
整
理
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
論
文
中
で
宮
崎
平
野
部
に
も
隆
線
文
土
器
の
出
土
例
（
第
６
図
）

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
児
玉
編
年
の
隆
帯
文
Ⅰ
期
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
秋
成
二
〇
一
四
）。

こ
の
第
二
文
化
層
の
細
石
器
と
土
器
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
北
部
九
州

に
近
い
と
い
う
地
理
的
位
置
に
よ
る
南
九
州
と
の
石
器
組
成
の
差
に
よ
る
も
の

か
、
そ
れ
と
も
第
二
文
化
層
の
細
石
刃
核
が
二
時
期
に
わ
た
る
と
い
う
見
解
が

あ
り
、
複
数
の
時
期
の
遺
物
が
混
在
す
る
状
況
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

②
蔵
田
遺
跡
出
土
土
器
（
第
４
図
２
）
に
つ
い
て

蔵
田
遺
跡
出
土
土
器
と
椎
屋
形
第
一
遺
跡
や
堂
地
西
遺
跡
の
隆
帯
の
貼
り
付

け
る
方
法
は
同
様
で
あ
る
が
、
蔵
田
遺
跡
の
資
料
は
隆
帯
が
一
条
で
あ
る
の
に

対
し
、
県
南
部
の
遺
跡
の
も
の
が
多
条
傾
向
に
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
県
内

で
の
地
域
差
を
示
す
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

③
霧
島
遺
跡
出
土
土
器
に
つ
い
て

川
南
町
霧
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
爪
形
施
文
の
土
器
は
草
創
期
末
か
ら

早
期
初
頭
の
も
の
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
押
型
文
土
器
が
普
及
展
開
す
る
直
前

の
無
文
土
器
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

④
田
野
町
内
の
隆
帯
上
貝
殻
施
文
土
器
に
つ
い
て

県
央
部
以
北
で
は
サ
ツ
マ
火
山
灰
が
認
め
ら
れ
ず
、
草
創
期
の
土
器
が
早
期

の
遺
物
と
混
在
し
て
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
宮
崎
市
田
野
町
の
青
木

遺
跡
と
元
野
河
内
遺
跡
に
隆
帯
上
に
二
枚
貝
の
背
面
な
い
し
腹
縁
を
連
続
押
圧

し
て
施
文
し
た
資
料
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

同
様
の
手
法
の
土
器
は
鹿
児
島
県
西
之
表
市
奥
ノ
仁
田
遺
跡
を
は
じ
め
種
子

島
の
遺
跡
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
お
り
、
田
野
町
の
資
料
は
隆
帯
文
土
器
の
貝

殻
施
文
の
広
が
り
を
把
握
す
る
た
め
に
貴
重
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑤
串
間
市
内
出
土
遺
跡
の
草
創
期
土
器
の
出
土
層
準
に
つ
い
て

西
ノ
園
遺
跡
が
サ
ツ
マ
火
山
灰
よ
り
三
〇
㎝
下
層
か
ら
、
三
幸
ヶ
野
第
二
遺

跡
は
サ
ツ
マ
火
山
灰
の
直
下
か
ら
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
両

遺
跡
の
土
器
を
雨
宮
編
年
の
草
創
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に

西
ノ
園
遺
跡
の
資
料
は
太
い
隆
帯
文
、
三
幸
ヶ
野
第
二
遺
跡
の
ほ
う
は
細
い
隆

帯
文
で
隆
帯
文
の
退
化
形
態
と
も
考
え
、
サ
ツ
マ
火
山
灰
を
利
用
し
た
両
遺
跡
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桒
畑
は
王
子
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
隆
帯
文
土
器
を
大
き
く
指
頭
の
押
圧
手

法
に
よ
る
も
の
（
Ⅰ
類
）、親
指
と
人
差
し
指
の
つ
ま
み
手
法
に
よ
る
も
の
（
Ⅱ

類
）
に
分
類
し
た
。
そ
の
他
に
隆
帯
状
に
文
様
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
（
Ⅲ
類
）、

口
縁
部
に
肥
厚
帯
を
持
つ
も
の
（
Ⅳ
類
）、
隆
帯
を
持
た
ず
に
口
縁
部
に
爪
形

文
を
施
す
も
の
（
Ⅴ
類
）、
ま
っ
た
く
文
様
の
見
ら
れ
な
い
も
の
（
Ⅵ
類
）
に

分
類
し
た
。
さ
ら
に
本
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
土
器
の
出
土
状
況
か
ら
Ⅰ

類
と
Ⅱ
類
が
共
出
す
る
遺
構
と
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
出
土
す
る
遺
構
が
あ
る
こ
と

に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
遺
構
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
Ⅰ
類
か
ら
Ⅱ
類
の
時
間
的

変
遷
を
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
が
提
示
し
た
隆
帯
文
土
器
の
型
式
的
組
列

の
証
左
に
な
る
と
述
べ
た
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
Ⅰ
類
の
中
に
は
貝
殻
施
文
の
土

器
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

貝
殻
施
文
の
土
器
と
Ⅱ
・
Ⅲ
類
が
近
い
時
期
、
Ⅵ
類
が
Ⅰ
類
か
Ⅱ
類
の
ど
ち

ら
か
に
伴
う
も
の
と
し
、
Ⅳ
類
の
う
ち
口
縁
部
に
刺
突
文
を
施
す
も
の
は
他
地

域
か
ら
の
移
入
品
で
、
Ⅴ
類
の
爪
形
文
に
つ
い
て
は
一
点
の
み
の
出
土
な
の
で

客
体
的
な
存
在
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
都
城
市
高
城
町
軍
人
原
遺
跡
に
お
い
て
細
石
刃
と
共
伴
す
る
無
文
の
土

器
小
片
が
出
土
し
て
お
り
、
王
子
山
遺
跡
よ
り
も
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能

性
の
あ
る
資
料
と
紹
介
し
て
い
る
（
桒
畑
二
〇
一
五
）。

前
述
の
と
お
り
、
県
内
の
資
料
は
南
九
州
全
体
の
草
創
期
の
土
器
編
年
に
組

み
込
ま
れ
る
と
い
う
形
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。
今
後
の
主
な
課
題
と
し
て
は
隆

線
文
土
器
や
肥
厚
帯
を
持
つ
隆
帯
文
土
器
な
ど
の
新
資
料
を
含
め
る
県
内
資
料

の
編
年
の
提
示
、そ
れ
に
は
地
域
性
の
検
討
や
貝
殻
施
文
土
器（
第
４
図
４
・９
・

10
）
の
位
置
づ
け
な
ど
を
含
め
る
隆
帯
文
土
器
の
細
分
化
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
特
に
遺
物
量
の
多
い
隆
帯
文
土
器
に
つ
い
て
は
隆
帯
の
貼
り
付
け
手
法

や
隆
帯
上
の
施
文
方
法
、
文
様
帯
、
器
形
な
ど
個
別
の
要
素
に
注
目
し
て
そ
の

系
統
ご
と
に
変
遷
を
検
討
し
た
う
え
で
、
セ
ッ
ト
関
係
や
時
間
的
な
前
後
関
係

を
確
認
す
る
よ
う
な
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

1岩土原　2蔵田　3堂地西　4清武上猪ノ原第2地区　5阿蘇原上　6～7椎屋形第1　8～12 清武上猪ノ原第5地区

第4図　県内出土の隆帯文土器・爪形文土器実測図（S=1/6）
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刃
文
化
期
の
最
終
段
階
に
土
器
を
伴
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
に
細

石
刃
文
化
期
の
編
年
案
で
あ
る
第
八
段
階
か
ら
第
一
〇
段
階
の
概
要
を
記
す
。

第
八
段
階
（
細
石
刃
石
器
群
の
出
現
期
）：
野
岳
・
休
場
型
細
石
刃
核
主
体
。

円
錐
形
の
細
石
刃
核
や
、
黒
曜
石
の
小
礫
を
使
用
す
る
も
の
の
う
ち
、
作
業
面

と
打
面
が
急
角
度
で
交
わ
る
も
の
が
該
当
。

第
九
段
階
（
細
石
刃
石
器
群
の
展
開
期
）：
断
面
Ｕ
字
形
の
船
野
型
細
石
刃

核
や
黒
曜
石
製
小
型
の
細
石
刃
核
の
使
用
。
畦
原
型
の
出
現
期
。

第
一
〇
段
階
（
細
石
刃
石
器
群
の
終
末
期
）：
西
海
技
法
の
影
響
が
見
ら
れ
、

細
石
刃
核
の
扁
平
化
・
底
部
形
態
の
変
容
・
作
業
面
の
狭
小
化
が
見
ら
れ
る
（
剥

片
の
木
口
部
分
に
作
業
面
を
設
け
る
細
石
刃
核
が
目
立
つ
）。

第
一
〇
段
階
に
お
い
て
土
器
や
石
鏃
、
尖
頭
器
と
の
共
伴
が
問
題
と
な
り
、

こ
の
段
階
が
草
創
期
に
該
当
す
る
。
前
半
期
に
は
隆
線
文
土
器
や
そ
れ
以
前
の

土
器
の
共
伴
関
係
が
、
後
半
期
に
は
隆
帯
文
土
器
や
爪
形
文
土
器
と
の
共
伴
関

係
が
想
定
さ
れ
る
。
前
半
期
か
ら
後
半
期
へ
の
移
行
は
船
野
型
細
石
刃
核
の
消

滅
。
畦
原
型
の
小
型
化
と
扁
平
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

新
東
に
よ
っ
て
南
九
州
で
は
隆
帯
文
土
器
期
の
細
石
刃
の
消
失
が
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
（
新
東
一
九
九
八
な
ど
）、
前
述
し
た
阿
蘇
原
上
遺
跡
の
遺
物
包
含

層
の
出
土
状
況
や
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
の
Ｓ
Ｃ
三
二
九
の
埋
土
中
の

遺
物
の
出
土
状
況
な
ど
、
岩
土
原
遺
跡
の
事
例
も
含
め
て
本
県
で
は
細
石
刃
が

隆
帯
文
土
器
の
時
期
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
第

一
〇
段
階
後
半
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
草
創
期
の
石
器
群
の
変
遷
と
し
て
は
芝
康
次
郎
が
九
州
の
草
創

期
石
器
群
の
変
遷
案
を
検
討
す
る
中
で
南
九
州
の
資
料
に
も
触
れ
て
い
る
。
芝

は
ａ
後
期
旧
石
器
時
代
末
葉
の
細
石
刃
石
器
群
（
野
岳
型
・
船
野
型
）
→
ｂ
草

創
期
細
石
刃
石
器
群
（
福
井
型
・
石
鏃
）
→
ｃ
草
創
期
石
鏃
石
器
群
（
隆
帯
文

土
器
段
階
以
降
）
と
い
う
変
遷
を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
宮
崎
県
の
資
料

と
し
て
、
ａ
段
階
の
前
半
に
は
尾
花
Ａ
遺
跡
、
前
ノ
田
村
上
第
二
遺
跡
、
宮
崎

市
佐
土
原
町
船
野
遺
跡
の
資
料
を
、
後
半
に
宮
崎
市
佐
土
原
町
下
屋
敷
遺
跡
、

ま
た
、
無
文
土
器
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
鹿
児
島
県
姶
良
市

建
昌
城
跡
や
後
述
す
る
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
な
ど
で
出
土
し
て
い
る

よ
う
な
資
料
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
隆
帯
文
土
器
と
並
行
す
る
時
期

の
も
の
な
の
か
そ
の
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
な
の
か
新
資
料
を
含
め
て
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
列
島
他
地
域
と
の
比
較
、
細
石
器
と
共

伴
す
る
土
器
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五
　
草
創
期
石
器
の
研
究

本
県
で
は
岩
土
原
遺
跡
第
二
文
化
層
の
出
土
事
例
か
ら
細
石
刃
と
土
器
の
共

伴
の
問
題
な
ど
が
古
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
九
州
旧
石
器
文
化

研
究
会
等
の
研
究
発
表
に
よ
っ
て
石
鏃
や
尖
頭
器
、
石
斧
に
つ
い
て
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
に
主
な
論
考
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①　

岩
土
原
遺
跡
第
二
文
化
層
の
検
討
に
つ
い
て

松
本
茂
が
岩
土
原
遺
跡
第
二
文
化
層
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
塚
原
遺
跡
の
層

位
的
な
出
土
事
例
を
も
と
に
細
分
案
を
検
討
し
て
い
る
。
第
二
文
化
層
に
は
隆

帯
文
土
器
と
泉
福
寺
・
羽
佐
島
Ⅲ
型
・
船
野
型
と
い
う
二
つ
の
細
石
刃
核
が
存

在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
塚
原
遺
跡
の
船
野
型
・
畦
原
型
の
細
石
刃
核

が
Ⅶ
層
主
体
、
隆
帯
文
土
器
や
石
斧
関
連
資
料
が
Ⅵ
ａ
～
Ⅵ
ｂ
層
主
体
で
出
土

し
て
い
る
と
い
う
調
査
成
果
を
も
と
に
第
二
文
化
層
の
出
土
遺
物
を【
船
野
型
】

→
【
泉
福
寺
・
羽
佐
島
Ⅲ
型
＋
隆
帯
文
土
器
】
ま
た
は
【
船
野
型
】
→
【
泉
福

寺
・
羽
佐
島
Ⅲ
型
】
→
【
隆
帯
文
土
器
】
と
細
分
で
き
る
案
を
提
示
し
て
い
る

（
松
本
二
〇
〇
三
ａ
）。

②　

細
石
器
と
共
伴
の
問
題

宮
崎
県
旧
石
器
文
化
談
話
会
に
よ
っ
て
宮
崎
県
内
の
旧
石
器
時
代
の
編
年
案

が
提
示
さ
れ
た
（
宮
崎
県
旧
石
器
文
化
談
話
会
二
〇
〇
五
）。
そ
の
中
で
細
石
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宮
崎
市
清
武
町
白
ヶ
野
第
二
・
三
遺
跡
、高
鍋
町
小
並
第
一
遺
跡
を
挙
げ
て
い
る
。

ｂ
段
階
に
は
延
岡
市
北
方
町
黒
仁
田
遺
跡
、
ｃ
段
階
に
隆
帯
文
土
器
が
多
数
出

土
し
た
塚
原
遺
跡
、
椎
屋
形
第
一
遺
跡
、
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
群
、
王
子
山
遺

跡
な
ど
を
挙
げ
、
こ
の
段
階
に
は
宮
崎
平
野
部
に
特
に
遺
跡
が
密
集
す
る
傾
向

が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

③　

長
者
久
保
・
神
子
柴
文
化
関
連
遺
物
に
つ
い
て

一
九
九
七
年
の
資
料
集
成
に
お
い
て
金
丸
武
司
が
県
内
の
長
者
久
保
・
神
子

柴
文
化
関
連
遺
物
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
九
遺
跡
二
一
例

が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
確
実
な
草
創
期
初
期
の
遺
物
包
含
層
か
ら
の
出
土
事

例
と
し
て
は
出
羽
洞
穴
の
資
料
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
大
分
県
・
鹿
児
島
県
の
様

相
か
ら
は
土
器
と
の
共
伴
よ
り
細
石
刃
文
化
期
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
金
丸
一
九
九
七
）。

こ
の
集
成
の
後
、
白
ヶ
野
第
二
・
三
遺
跡
（
第
５
図
12
）
や
宮
崎
市
田
野
町

天
神
河
内
遺
跡
、
高
鍋
町
唐
木
戸
第
三
遺
跡
で
神
子
柴
型
石
斧
（
の
可
能
性
が

あ
る
資
料
）
の
出
土
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

④　

石
鏃
に
つ
い
て

前
回
の
筆
者
の
集
成
で
は
平
面
形
が
三
角
形
の
も
の
は
チ
ャ
ー
ト
、
二
等
辺

三
角
形
の
も
の
は
黒
曜
石
や
チ
ャ
ー
ト
の
使
用
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
た

（
第
５
図
５
・
６
）。
ま
た
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
脚
部
の
先
端
が
尖

る
安
山
岩
製
の
石
鏃
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
草
創
期
の
石
鏃
と
し
て
特
徴
的

で
注
目
さ
れ
る
と
紹
介
し
て
い
る
（
第
５
図
７
・８
、
秋
成
二
〇
〇
八
ｂ
）。
な

お
及
川
は
こ
の
タ
イ
プ
の
石
鏃
に
つ
い
て
東
京
都
も
み
じ
山
遺
跡
や
八
ヶ
上
遺

跡
、
深
見
諏
訪
山
遺
跡
に
系
譜
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
及
川
二
〇
一
四
）。

出
現
期
の
石
鏃
に
つ
い
て
は
草
創
期
の
石
器
研
究
で
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る

問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
南
九
州
の
石
鏃
研
究
に
お
い
て
出
現
期
の
資
料

と
し
て
本
県
の
も
の
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
本
県
最
古
の
石
鏃
が
ど

の
遺
跡
の
資
料
な
の
か
、
細
石
器
と
の
共
伴
関
係
や
最
古
の
土
器
に
も
か
か
わ

る
問
題
で
あ
り
大
変
興
味
深
い
。

1～4 阿蘇原上　5～10 清武上猪ノ原第5地区　11雀ヶ野第3　12 白ヶ野第2・3　13 清武上猪ノ原第2地区

第5図　県内出土の草創期石器実測図（S=1/3）
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松
本
は
セ
ベ
ッ
ト
遺
跡
の
丸
ノ
ミ
型
石
斧
の
紹
介
を
行
い
、
内
陸
山
間
部
で

発
見
さ
れ
る
丸
ノ
ミ
型
石
斧
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
当
該
期
の
生
活
者
像
を
描

く
上
で
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
鹿
児
島
県
か
ら
宮
崎
平
野
部
の

隆
帯
文
土
器
期
に
は
丸
ノ
ミ
型
石
斧
だ
け
で
な
く
多
様
な
形
態
の
も
の
を
含
ん

で
お
り
、
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
細
石
刃
文
化
期
の
石
斧
の
検
討
に
つ
い
て
も
課

題
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
松
本
二
〇
〇
四
）。

藤
木
聡
は
宮
崎
県
の
縄
文
時
代
の
石
斧
製
作
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
り
、
草

創
期
の
石
斧
製
作
に
つ
い
て
塚
原
遺
跡
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の

石
斧
の
使
用
石
材
は
砂
岩
系
と
緑
色
珪
質
岩
系
の
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
砂
岩

系
の
も
の
は
コ
ッ
ペ
パ
ン
状
の
原
石
を
分
割
し
て
背
面
側
に
礫
の
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
を
残
す
断
面
か
ま
ぼ
こ
状
の
石
斧
原
形
を
獲
得
す
る
。
そ
の
後
分
割
面

側
に
対
し
て
縁
辺
か
ら
剥
離
を
加
え
最
終
的
に
刃
部
表
裏
面
か
ら
側
面
ま
で
研

磨
し
、
や
や
丸
み
を
も
つ
刃
部
を
作
り
出
す
。
緑
色
珪
質
岩
の
も
の
も
同
様
に

素
材
礫
の
持
つ
カ
ー
ブ
を
石
斧
器
面
に
取
り
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
器
面
に
礫
面

を
取
り
込
む
手
法
は
剥
離
・
敲
打
・
研
磨
等
を
省
く
と
い
う
石
斧
製
作
の
効
率

化
、
固
い
礫
表
皮
に
よ
る
強
固
な
器
面
の
獲
得
の
実
現
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
手

法
は
早
期
石
斧
に
も
続
く
と
指
摘
し
て
い
る
（
藤
木
二
〇
〇
五
）。　

こ
の
よ
う
に
狩
猟
具
や
石
斧
に
つ
い
て
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

各
遺
跡
で
の
石
器
組
成
や
使
用
石
材
に
つ
い
て
の
検
討
は
本
県
で
は
あ
ま
り
活

発
で
は
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
宮
崎
県
の
場
合
は
早
期
の
遺
物
包
含
層
中
に

草
創
期
の
遺
物
が
混
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
有
文
の
土
器
以
外
の
草
創
期
の
資

料
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
石
器
研
究
に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
包
含
層
中
の
遺
物
の
出
土
状
況
の
検
討
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
清
武

上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
の
事
例
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
遺
構
配
置
や
石
器
組
成
な

ど
を
考
慮
し
た
各
遺
跡
の
居
住
活
動
の
復
元
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑤　

尖
頭
器
に
つ
い
て

松
本
に
よ
っ
て
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
早
期
ま
で
の
資
料
集
成
が
行
わ
れ
て

い
る
。
草
創
期
の
様
相
と
し
て
は
代
表
的
な
遺
跡
と
し
て
阿
蘇
原
上
遺
跡
、
清

武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
二
地
区
を
挙
げ
て
い
る
。
阿
蘇
原
上
遺
跡
で
は
爪
形
文
土

器
、
隆
帯
文
土
器
、
細
石
刃
石
器
群
、
両
面
調
整
石
器
を
伴
い
、
石
鏃
も
含
む

可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
（
第
５
図
１
～
４
）。
細
石
刃
核
と
爪
形
文
土
器

か
ら
泉
福
寺
洞
穴
の
第
六
層
に
比
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
遠
隔
地
の
石
材
を

用
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
出
羽
洞
穴
Ⅲ
層
の
資
料
と
と
も
に
こ
の
段
階
以
降

の
五
ヶ
瀬
川
流
域
の
地
域
性
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
二
地
区
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
薄
手
幅
広
の
両
面

加
工
尖
頭
器
（
第
５
図
13
）
に
つ
い
て
は
県
内
に
類
例
が
な
く
、
同
一
層
か
ら

は
隆
帯
文
土
器
・
爪
形
文
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
同
時
期
と
す
れ

ば
重
要
な
編
年
的
指
標
と
な
る
遺
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
松
本
二
〇
〇
三

ｂ
）。
そ
の
後
、
松
本
は
こ
の
薄
手
幅
広
の
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
の
尖
頭
器
の
類
例

と
し
て
阿
蘇
原
上
遺
跡
の
安
山
岩
製
の
資
料（
第
５
図
４
）を
挙
げ
て
い
る（
松

本
二
〇
〇
三
ｃ
）。

な
お
、
阿
蘇
原
上
遺
跡
の
評
価
に
つ
い
て
は
白
石
浩
之
が
（
細
石
刃
核
＋
槍

先
形
尖
頭
器
）
→
（
爪
形
文
・
隆
帯
文
土
器
）
と
い
う
変
遷
案
を
提
示
し
て
お

り
、
松
本
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
（
白
石
二
〇
〇
三
）。

有
舌
尖
頭
器
に
つ
い
て
、
以
前
は
分
布
の
南
限
と
し
て
高
千
穂
町
セ
ベ
ッ
ト

遺
跡
の
事
例
が
有
名
で
あ
っ
た
が
、
日
向
市
東
郷
町
向
原
中
尾
第
四
遺
跡
、
北

牛
牧
第
五
遺
跡
、
宮
崎
市
清
武
町
坂
元
遺
跡
、
都
城
市
高
城
町
雀
ヶ
野
第
三
遺

跡
（
第
５
図
11
）
と
出
土
例
が
増
え
て
お
り
、
県
内
全
域
で
確
認
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
松
本
は
北
牛
牧
第
五
遺
跡
の
資
料
に
つ
い
て
西
之
表
市
鬼
ヶ

野
遺
跡
の
尖
頭
器
と
類
似
す
る
と
述
べ
、
今
後
本
州
・
四
国
と
の
有
茎
尖
頭
器

と
の
比
較
だ
け
で
な
く
九
州
南
部
地
域
と
の
比
較
検
討
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

性
を
指
摘
し
て
い
る
。（
松
本
二
〇
〇
三
ｃ
）

⑥　

磨
製
石
斧
（
第
５
図
10
）
に
つ
い
て
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の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
は
他
に
類
例
が
な
い
ほ
ど
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
石
製
品
と
し
て
は
王
子
山
遺
跡
で
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
の
石
鏃
形
の
白
色

の
石
製
品
や
不
明
軽
石
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

七
　
そ
の
他
の
調
査
・
研
究
成
果

①　

植
物
質
食
料
に
つ
い
て

王
子
山
遺
跡
で
は
炉
穴
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｃ
二
八
・
三
三
か
ら
コ
ナ
ラ
属
の

炭
化
子
葉
と
炭
化
鱗
茎
類
（
Ｓ
Ｃ
二
八
は
ア
サ
ツ
キ
‐
ノ
ビ
ル
と
ワ
ケ
ギ
と
い

う
同
定
結
果
）
が
、
Ｓ
Ｃ
三
七
か
ら
も
コ
ナ
ラ
属
の
炭
化
子
葉
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
炭
化
物
に
つ
い
て
は
年
代
測
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
値

に
つ
い
て
は
後
述
し
て
い
る
。
な
お
各
遺
構
か
ら
は
隆
帯
文
土
器
等
の
遺
物
も

出
土
し
て
い
る
。
ま
た
土
器
圧
痕
レ
プ
リ
カ
法
に
よ
っ
て
ツ
ル
マ
メ
・
エ
ノ
コ

ロ
グ
サ
の
種
子
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
磨

石
、
敲
石
、
石
皿
八
点
を
対
象
に
残
存
デ
ン
プ
ン
分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
七
点
か
ら
デ
ン
プ
ン
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
デ
ン
プ
ン
粒
は
鱗
茎
・
根

茎
類
や
堅
果
類
の
デ
ン
プ
ン
粒
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②　

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
結
果
の
蓄
積
に
つ
い
て

近
年
、
隆
帯
文
土
器
に
付
着
し
た
炭
化
物
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
の
結

果
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
測
定
値
か
ら
も
他
地
域
と
の
時
間
的
な
並

行
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

測
定
結
果
は
宮
崎
県
に
お
い
て
六
点
あ
り
、
補
正
年
代
で
一
二
〇
八
〇
±

四
〇
Ｂ
Ｐ
～
一
一
三
五
〇
±
七
〇
Ｂ
Ｐ
と
い
う
値
が
得
ら
れ
て
お
り
、
隆
帯
文

土
器
の
年
代
値
は
概
ね
一
二
〇
〇
〇
～
一
一
〇
〇
〇
Ｂ
Ｐ
の
範
囲
に
収
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
隆
帯
文
土
器
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
清
武
上
猪
ノ
原

遺
跡
第
五
地
区
の
竪
穴
住
居
八
棟
か
ら
出
土
し
た
炭
化
物
か
ら
も
補
正
年
代

で
一
一
七
二
〇
±
四
〇
Ｂ
Ｐ	

～
一
一
三
三
〇
±
六
〇
Ｂ
Ｐ
の
数
値
が
得
ら
れ
、

六
　
近
年
出
土
し
た
注
目
す
べ
き
遺
物

　
こ
の
ほ
か
に
近
年
出
土
し
た
特
徴
的
な
遺
物
に
つ
い
て
紹
介
を
行
う
。

①　

丹
塗
り
土
器

塚
原
遺
跡
で
は
内
外
面
に
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
布
し
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
で
も
爪
形
文
土
器
の
外
面
に
赤
色
顔
料
が
塗
布

さ
れ
た
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。

②　

隆
線
文
土
器
（
第
６
図
）

清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
一
・
五
地
区
で
隆
線
文
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
細

身
の
隆
線
上
に
押
圧
ま
た
は
キ
ザ
ミ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
編
年
観
に
お

い
て
有
文
の
土
器
と
し
て
は
県
内
最
古
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

③　

矢
柄
研
磨
器
（
第
５
図
９
）

清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
は
前
述
の
と
お
り
八
個
体
の
矢
柄
研
磨
器

が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
砂
岩
製
で
、
特
に
石
英
質
が
高
い
も
の
が
六
点

あ
る
。
平
面
形
は
長
方
形
ま
た
は
卵
形
、
断
面
形
は
か
ま
ぼ
こ
状
で
あ
り
典
型

的
な
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
本
遺
跡
で
は
矢
柄
研
磨
器
は
す
べ
て
住
居
の
南
西

部
で
出
土
し
て
お
り
（
第
１
図
）、
そ
の
付
近
で
は
石
器
の
出
土
率
が
高
い
こ

と
か
ら
集
落
内
に
道
具
の
製
作
区
域
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

④　

土
製
円
盤

清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
で
は
焼
成
前
穿
孔
の
土
製
有
孔
円
盤
が
出
土

し
て
い
る
。
ま
た
王
子
山
遺
跡
で
は
土
製
円
盤
や
土
製
有
孔
円
盤
が
一
四
点
と

ま
と
ま
っ
た
数
量
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
隆
帯
文
土
器
期
に
存
在
す
る
土
製
品

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

⑤　

土
製
品
（
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
を
含
む
）・
石
製
品

塚
原
遺
跡
で
釣
鐘
状
の
土
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第

五
地
区
で
は
様
々
な
形
の
不
明
土
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
無
文
丸

底
の
深
鉢
形
と
無
文
の
皿
形
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
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お
い
て
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
で
に
日
本
列
島
を
俯
瞰
す
る
視

点
か
ら
地
域
間
の
整
合
性
を
確
認
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
（
物
質
文
化

二
〇
一
四
）、
草
創
期
の
研
究
は
新
し
い
段
階
へ
と
突
入
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
南
九
州
と
い
う
区
域
に
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
な
い
よ
う
に
宮
崎

県
の
地
域
性
を
追
求
し
た
今
後
の
研
究
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
進
展
に
よ
っ
て
よ

り
南
九
州
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

宮
崎
県
の
縄
文
時
代
草
創
期
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
筆

者
の
力
量
不
足
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
研
究
や
研
究
内
容
を
き

ち
ん
と
読
み
と
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て

は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

【
註
】
今
回
の
集
成
作
業
は
前
回
と
同
様
（
秋
成
二
〇
〇
八
ｂ
）、「
縄
文
草
創
期
は
土
器
の
出

現
か
ら
」
と
い
う
定
義
の
も
と
行
っ
た
。
そ
の
た
め
土
器
を
伴
っ
て
い
な
い
細
石
刃
核
だ
け
が
出

土
し
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
集
成
し
て
い
な
い
。
今
後
は
こ
の
点
も
検
討
の
う
え
、
再
度
集
成
作

業
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
遺
構
の
年
代
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
隆
起
線
紋
土
器
が
出
土
し

て
い
る
福
井
洞
穴
Ⅲ
層
と
土
器
が
出
土
し
て
い
な
い
Ⅳ
層
の
年
代
を
参
考
（
栁
田
二
〇
一
四
）
に

一
三
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
〇
Ｂ
Ｐ
の
数
値
が
得
ら
れ
て
い
る
遺
構
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

参
考
文
献
（
調
査
報
告
書
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
し
た
）

秋
成	

雅
博　

二
〇
〇
八
ａ　

「
国
内
最
大
級
の
縄
文
時
代
草
創
期
集
落
‐
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
の
調

査
‐
」
『
月
刊
文
化
財
』
平
成
二
〇
年
十
一
月
（
五
四
二
号
）
、
第
一
法
規
株
式
会
社

秋
成	

雅
博　

二
〇
〇
八
ｂ　

「
南
九
州
の
縄
文
草
創
期
の
様
相
（
宮
崎
県
の
縄
文
草
創
期
概
観
）
」

『
九
州
旧
石
器
』
第
一
二
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

秋
成	
雅
博　

二
〇
一
四　

「
宮
崎
平
野
部
の
貝
殻
押
圧
文
土
器
に
つ
い
て
」
『
宮
崎
県
央
地
域
の
考

古
資
料
に
関
す
る
編
年
的
研
究
‐
東
九
州
道
調
査
以
後
の
新
地
平
‐
』
、
宮
崎
考
古
学
会

雨
宮	

瑞
生　

一
九
九
一　

「
南
九
州
の
縄
文
草
創
期
土
器
」
『
南
九
州
縄
文
通
信
』
№
四
、
南
九
州

縄
文
研
究
会

雨
宮	

瑞
生　

一
九
九
四　

「
南
九
州
縄
文
時
代
草
創
期
土
器
編
年
‐
太
目
の
隆
帯
文
土
器
群
か
ら
貝

同
じ
く
隆
帯
文
土
器
主
体
の
王
子
山
遺
跡
の
炉
穴
か
ら
出
土
し
た
炭
化
物
五
点

も
補
正
年
代
で
一
一
五
〇
五
±
三
五
Ｂ
Ｐ
～
一
一
四
三
〇
±
三
五
Ｂ
Ｐ
の
数
値

が
得
ら
れ
て
お
り
、
隆
帯
文
土
器
付
着
炭
化
物
の
年
代
と
も
矛
盾
し
な
い
。
こ

の
年
代
値
は
他
地
域
で
み
ら
れ
る
爪
形
文
系
土
器
（
萩
谷
二
〇
〇
八
）
や
円
孔

文
系
土
器
（
谷
口
二
〇
〇
八
）
と
並
行
す
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
に
清
武
上
猪
ノ
原
遺
跡
第
五
地
区
の
Ｓ
Ｃ
三
一
三
か
ら
出
土

し
た
無
文
土
器
の
付
着
炭
化
物
に
つ
い
て
も
年
代
測
定
が
行
わ
れ
て
お
り
、

一
〇
九
〇
〇
±
四
〇
Ｂ
Ｐ
の
年
代
が
得
ら
れ
て
い
る
（
第
７
図
）。
こ
の
測
定

値
に
よ
る
と
本
遺
構
の
出
土
土
器
は
隆
帯
文
土
器
の
次
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
、
水
迫
式
土
器
と
の
前
後
関
係
の
把
握
が
課
題
と
な
る
。

八
　
お
わ
り
に

近
年
の
資
料
の
大
幅
の
増
加
に
よ
っ
て
南
九
州
の
初
期
縄
文
文
化
を
日
本
列

島
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
調
査
成
果
が
遺
構
・
遺
物
の
両
面
に

第6図　清武上猪ノ原遺跡出土

隆線文土器実測図（S=1/6）

第7図　清武上猪ノ原遺跡第5地区

SC313出土土器実測図（S=1/6）



― 16 ―

お
け
る
植
物
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
‐
ウ
ォ
ー
タ
・
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
と
残
存
デ
ン
プ
ン

分
析
か
ら
‐
」
『
九
州
考
古
学
』
第
八
七
号
、
九
州
考
古
学
会

芝　

	

康
次
郎　

二
〇
一
四　

「
九
州
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
石
器
群
の
変
遷
」
『
第
二
一

回
考
古
学
研
究
会
東
海
例
会　

環
境
変
化
と
人
類
活
動
‐
更
新
世
か
ら
関
心
性
へ
の
移
行
と
東

海
地
方
の
石
器
群
‐
』
、
考
古
学
研
究
会
東
海
例
会

下
山	

覚
・
鎌
田
洋
昭　

一
九
九
九　

「
水
迫
式
土
器
の
設
定
‐
南
部
九
州
の
隆
帯
文
土
器
か
ら
貝
殻

文
円
筒
形
土
器
へ
の
土
器
型
式
の
変
化
に
つ
い
て
‐
」
『
ド
キ
ど
き
縄
文
さ
き
が
け
展
』
図
録
、

指
宿
市
教
育
委
員
会

白
石	

浩
之　

二
〇
〇
三　

「
九
州
等
に
お
け
る
有
舌
尖
頭
器
の
出
現
と
そ
の
様
相
」
『
九
州
旧
石

器
』
第
七
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

新
東	

晃
一　

一
九
九
八　

「
南
九
州
の
特
殊
性
‐
草
創
期
を
中
心
に
‐
」
『
季
刊
考
古
学
』
第
六
九

号
、
雄
山
閣　

鈴
木	

正
博　

二
〇
〇
四　

「
岩
土
原
へ
の
想
い
‐
「
阿
蘇
原
上
式
」
の
制
定
と
そ
の
意
義
‐
」
『
九

州
縄
文
早
期
研
究
ノ
ー
ト
』
第
二
号
、
九
州
縄
文
時
代
早
期
研
究
会

谷
口	

康
浩　

二
〇
〇
八　

「
円
孔
文
系
土
器
」
『
総
覧　

縄
文
土
器
』
、
㈱
ア
ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

寺
原	　

徹　

二
〇
〇
六　

「
南
九
州
に
お
け
る
縄
文
草
創
期
の
諸
問
題
」
『
南
九
州
縄
文
通
信
』
№

一
七
、
南
九
州
縄
文
研
究
会

萩
谷	

千
明　

二
〇
〇
八　

「
爪
形
文
系
土
器
」
『
総
覧　

縄
文
土
器
』
、
㈱
ア
ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

日
高	

孝
治　

一
九
九
九　

「
宮
崎
県
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
様
相
」
『
鹿
児
島
考
古
』
第

三
三
号
、
鹿
児
島
県
考
古
学
会

藤
木	　

聡　

二
〇
〇
五　

「
宮
崎
県
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
石
斧
製
作
と
石
材
」
『
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ

　

Ｓ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
』
№
五
、
石
器
原
産
地
研
究
会

	

物
質
文
化
研
究
会　

二
〇
一
四　

「
特
集
：
縄
文
時
代
草
創
期
と
広
域
連
動
」
『
物
質
文
化
』
九
四

馬
籠	

亮
道
・
秋
成
雅
博　

二
〇
一
五　

「
南
九
州
の
移
行
期
」
『
季
刊　

考
古
学
』
第
一
三
二
号
、

雄
山
閣

松
本	　

茂　

二
〇
〇
三
ａ　

「
東
南
部
九
州
に
お
け
る
細
石
刃
石
器
群
編
年
に
関
す
る
覚
書
‐
宮
崎

県
岩
土
原
遺
跡
第
二
文
化
層
の
再
検
討
‐
」
『
富
山
大
学
考
古
学
研
究
室
論
集　

蜃
気
楼　

‐

秋
山
進
午
先
生
古
希
記
念
‐
』
、
秋
山
進
午
先
生
古
希
記
念
論
集
刊
行
会

松
本	　

茂　

二
〇
〇
三
ｂ　

「
宮
崎
県
に
お
け
る
槍
先
形
尖
頭
器
の
出
現
と
消
滅
」
『
九
州
旧
石

殻
円
筒
形
土
器
へ
の
変
遷
‐
」
『
南
九
州
縄
文
通
信
』
№
八
、
南
九
州
縄
文
研
究
会

雨
宮	
瑞
生　

一
九
九
七　

「
南
九
州
縄
文
時
代
草
創
期
土
器
編
年
（
補
遺
）-

他
地
域
土
器
と
の
関
連

性
の
模
索-
」
『
南
九
州
縄
文
通
信
』
№
一
一
、
南
九
州
縄
文
研
究
会

今
村	

結
記　

二
〇
一
三　

「
南
九
州
の
縄
文
時
代
草
創
期
～
早
期
の
様
相
」
『
第
一
〇
回
韓
日
新
石

器
時
代
共
同
学
術
大
会
発
表
資
料
集　

韓
・
日
初
期
新
石
器
文
化
比
較
研
究
』
、
韓
国
新
石
器

学
会

岩
永	

哲
夫　

一
九
九
三　

「
宮
崎
県
の
縄
文
時
代
草
創
期
遺
跡
調
査
史
」
『
南
九
州
に
お
け
る
縄
文

時
代
草
創
期
の
諸
問
題
』
、
宮
崎
考
古
学
会
・
南
九
州
の
縄
文
草
創
期
を
考
え
る
会

岩
永	

哲
夫　

一
九
九
七　

「
宮
崎
県
の
縄
文
草
創
期
を
め
ぐ
る
調
査
略
史
」
『
宮
崎
県
内
に
お
け
る

縄
文
草
創
期
の
遺
物
集
成
』
、
宮
崎
縄
文
研
究
会

大
塚	

達
郎　

一
九
八
四　

「
草
創
期
の
土
器
」
『
縄
文
土
器
大
観
』
、
小
学
館

及
川	　

穣　

二
〇
一
四　

「
日
本
列
島
に
お
け
る
出
現
期
石
鏃
の
型
式
変
遷
と
広
域
連
動
」
『
物
質

文
化
』
九
四
、
物
質
文
化
研
究
会

遠
部	　

慎
・
宮
田
佳
樹　

二
〇
〇
八　

「
宮
崎
県
に
お
け
る
土
器
付
着
炭
化
物
の
炭
素
一
四
年
代
測

定
」
『
宮
崎
考
古
』
第
二
一
号
、
宮
崎
考
古
学
会

鹿
児
島
県
考
古
学
会
・
宮
崎
考
古
学
会　

一
九
九
九　

『
旧
石
器
か
ら
縄
文
へ
』

金
丸	

武
司　

一
九
九
七　

「
宮
崎
県
内
の
長
者
久
保
・
神
子
柴
文
化
関
連
遺
物
に
つ
い
て
」
『
宮
崎

県
内
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
集
成
』
、
宮
崎
縄
文
研
究
会

桒
畑	

光
博　

二
〇
一
五　

「
宮
崎
県
王
子
山
遺
跡
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
遺
構
群
の
調
査
」

『
第
一
一
回
日
韓
新
石
器
時
代
研
究
会
発
表
資
料
集
』
、
九
州
縄
文
研
究
会

	

国
立	

歴
史
民
俗
博
物
館　

二
〇
〇
九　

『
企
画
展
示　

縄
文
は
い
つ
か
ら
!?　

一
万
五
千
年
前
に
何

が
お
こ
っ
た
の
か
』

児
玉	

健
一
郎　

二
〇
〇
一　

「
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
‐
南
九
州
の
場
合
‐
」
『
第
四
紀
研

究
』
第
四
〇
号
、
日
本
第
四
紀
学
会

児
玉	

健
一
郎　

二
〇
〇
八　

「
南
九
州
隆
帯
文
・
爪
形
文
土
器
」
『
総
覧　

縄
文
土
器
』
㈱
ア
ム
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

小
林	　

謙
一　

二
〇
〇
六　

「
Ａ
Ｍ
Ｓ　

Ｃ
年
代
測
定
に
よ
る
縄
文
草
創
期
・
早
期
の
年
代
研
究
」

『
九
州
縄
文
時
代
早
期
研
究
ノ
ー
ト
』
第
四
号
、
九
州
縄
文
時
代
早
期
研
究
会

寒
川	

朋
枝
・
福
井
俊
彦
・
大
西
智
和
・
桒
畑
光
博　

二
〇
一
二　

「
宮
崎
県
都
城
市
王
子
山
遺
跡
に
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器
』
第
七
号
、
九
州
旧
石
器
文
化
研
究
会

松
本	　

茂　

二
〇
〇
三
ｃ　

「
草
創
期
～
早
期
の
石
器
研
究
に
お
け
る
諸
問
題
（
Ⅰ
）-

九
州
東
南
部

の
尖
頭
器
を
中
心
に-

」
『
九
州
縄
文
早
期
研
究
ノ
ー
ト
』
第
一
号
、
九
州
縄
文
時
代
早
期
研
究

会

松
本	　

茂　

二
〇
〇
四
「
草
創
期
～
早
期
の
石
器
研
究
に
お
け
る
諸
問
題
（
Ⅱ
）
‐
九
州
東
南
部
に

お
け
る
円
ノ
ミ
型
石
斧
の
動
向
‐
」
『
九
州
縄
文
早
期
研
究
ノ
ー
ト
』
第
二
号
、
九
州
縄
文
時

代
早
期
研
究
会

水
ノ	

江
和
同　

二
〇
〇
九　

「
Ⅳ　

九
州
地
方
の
縄
文
集
落
と
「
縄
文
文
化
」
」
『
シ
リ
ー
ズ
縄
文

集
落
の
多
様
性
Ⅰ　

集
落
の
変
遷
と
地
域
性
』
、
有
山
閣

宮
崎	

県
旧
石
器
文
化
談
話
会　

二
〇
〇
五　

「
宮
崎
県
下
の
旧
石
器
遺
跡
概
観
」
『
旧
石
器
考
古

学
』
第
六
六
号
、
旧
石
器
文
化
談
話
会

	

宮
崎	

縄
文
研
究
会　

一
九
九
七　

『
宮
崎
縄
文
研
究
会
資
料
集
１　

宮
崎
県
内
に
お
け
る
縄
文
時
代

草
創
期
の
遺
物
集
成
』

宮
田	

栄
二　

一
九
九
八　

「
縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
群-
隆
起
線
紋
土
器
段
階
の
地
域
性
と
そ
の
評

価
」
『
南
九
州
縄
文
通
信
』
№
一
二
、
南
九
州
縄
文
研
究
会

宮
田	

栄
二　

二
〇
〇
〇　

「
南
九
州
の
縄
文
草
創
期
‐
遺
構
と
居
住
活
動
‐
」
『
旧
石
器
か
ら
縄
文

へ
‐
遺
構
と
空
間
利
用
‐
』
、
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
〇
〇
年
度
鹿
児
島
県
大
会
実
行
委
員
会

編

村
上	　

昇　

二
〇
〇
〇　

「
九
州
地
域
に
於
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
土
器
編
年
試
論
」
『
南
九
州
縄

文
通
信
』
№
一
四
、
南
九
州
縄
文
研
究
会

村
上	　

昇　

二
〇
〇
七　

「
日
本
列
島
西
部
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
土
器
編
年
‐
南
九
州
地
域

を
中
心
に
‐
」
『
日
本
考
古
学
』
第
二
四
号
、
日
本
考
古
学
協
会

村
上	　

昇　

二
〇
一
四　

「
九
州
に
お
け
る
爪
形
文
土
器
の
編
年
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」
『
物

質
文
化
』
九
四
、
物
質
文
化
研
究
会

森
田	

浩
史
・
桒
畑
光
博　

一
九
九
七　

「
宮
崎
県
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
に
つ
い
て
」
『
宮
崎
県

内
に
お
け
る
縄
文
時
代
草
創
期
の
遺
物
集
成
』
宮
崎
縄
文
研
究
会

栁
田	

裕
三　

二
〇
一
四　

「
コ
ラ
ム　

福
井
洞
窟
‐
長
崎
県
佐
世
保
市
‐
」
『
季
刊
考
古
学
』
第

一
二
六
号
、
雄
山
閣

番号 遺跡名 所在地 検出遺構 主要遺物等
1 出羽洞穴 西臼杵郡日之影町 尖頭器・石斧、原産地遺跡
2 セベット 西臼杵郡高千穂町 有舌尖頭器・丸ノミ型石斧
3 阿蘇原上 西臼杵郡高千穂町 爪形文・隆帯文・細石器・尖頭器
4 山田 延岡市小川町 陥し穴１ 細石器・尖頭器
5 蔵田 延岡市北方町 隆帯文・石鏃？
6 岩土原 延岡市北方町 細石器・隆帯文
7 笠下 延岡市北方町 尖頭器
8 岡・9次 日向市 集石遺構 1
9 向原中尾第 4 日向市東郷町 有舌尖頭器
10 辰之元 東臼杵郡北郷村 尖頭器
11 朝草原 児湯郡都農町 礫群１ 無文・細石器
12 立野第 5 児湯郡都農町 集石１ 細石器
13 霧島 児湯郡川南町 無文・爪形文・細石器
14 国光原 児湯郡川南町 集石１？・土坑１ 隆帯文・爪形文・石鏃？
15 八幡第 2 児湯郡川南町 集石１ 隆帯文・石斧
16 前ノ田村上第 2 児湯郡川南町 土坑群？・集石遺構 1 隆帯文・無文・細石器
17 登り口第 1 児湯郡川南町 爪形文
18 尾花 A 児湯郡川南町 竪穴状遺構１ 隆帯文・爪形文・貝殻押圧文
19 虚空蔵免 児湯郡川南町 隆帯文
20 赤石・天神本 児湯郡川南町 隆帯文・爪形文・石鏃・石錐・楔形石器
21 市納上第 2 児湯郡川南町 刺突文・細石器
22 前ノ田村 児湯郡川南町 隆帯文
23 野首第 2 児湯郡高鍋町 爪形文・細石器
24 北牛牧第 5 児湯郡高鍋町 炉状遺構１ 無文？・細石器・有舌尖頭器・石鏃？
25 牧内第 1 児湯郡高鍋町 土坑２・環状ピット群？ 爪形文・隆帯文？・石鏃？
26 牧内第 2 児湯郡高鍋町 隆帯文・石鏃？
27 唐木戸第 3 児湯郡高鍋町 炉状遺構１・陥し穴１ 細石器・神子柴型石斧？
28 唐木戸第 4 児湯郡高鍋町 無文？・細石器
29 老瀬坂上第 3 児湯郡高鍋町 隆帯文・水迫岩本・細石器
30 崩戸 児湯郡高鍋町 隆線文？・隆帯文・尖頭器・細石器
31 瀬戸口 児湯郡新富町 隆帯文・細石器・石斧？

（表１）宮崎県下の縄文草創期の遺跡一覧①
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番号 遺跡名 所在地 検出遺構 主要遺物等
32 西畦原第 2・2次 児湯郡新富町 陥し穴 2 細石器
33 西畦原第 2・3次 児湯郡新富町 陥し穴 2 細石器
34 東畦原第 1・2次 児湯郡新富町 陥し穴１ 細石器・石鏃？
35 東畦原第 1・4次 児湯郡新富町 石鏃
36 勘大寺・2次 児湯郡新富町 陥し穴１
37 小判屋敷 西都市 神子柴型石斧
38 別府原 西都市 陥し穴 3・炉穴 1？ 隆帯文・水迫岩本
39 都於郡城 西都市 石斧
40 隠山 宮崎市佐土原町 集石遺構 6？ 爪形文・円孔文？
41 野地 宮崎市佐土原町 尖頭器？
42 上ノ原 宮崎市佐土原町 陥し穴１ 細石器
43 堂地西 宮崎市 集石 3 隆帯文・爪形文・岩本・石斧・石鏃・細石器
44 車坂第 2 宮崎市 水迫
45 山下第 1 宮崎市 水迫岩本
46 椎屋形第 1 宮崎市 集石２ 隆帯文・爪形文・貝殻押圧文・石鏃・丸ノミ型石斧
47 椎屋形第 2 宮崎市 隆帯文・爪形文
48 上の原 宮崎市 爪形文・水迫岩本・尖頭器？
49 須田木 宮崎市清武町 　　　　　　　　　　　 岩本・細石器
50 清武上猪ノ原・第 1 宮崎市清武町 集石１ 隆線文・隆帯文・貝殻押圧文・水迫岩本
51 清武上猪ノ原・第 2 宮崎市清武町 集石 2 隆帯文・爪形文・尖頭器・石鏃
52 清武上猪ノ原・第 4 宮崎市清武町 隆帯文・細石器・石鏃

53 清武上猪ノ原・第 5 宮崎市清武町
竪穴住居 14・集石 2・土坑
19・炉状遺構 2・土坑群？

隆線文・隆帯文・貝殻押圧文・無文・岩本・細石器・石鏃・
尖頭器・丸ノミ型石斧・矢柄研磨器・ミニチュア土器・土

製有孔円盤・丹塗り土器、安山岩使用

54 白ヶ野第 2・3 宮崎市清武町 爪形文・細石器・神子柴型石斧
55 滑川第 1 宮崎市清武町 爪形文・岩本・細石器？
56 滑川第 3 宮崎市清武町 集石１・陥し穴状遺構？２
57 山田第 1 宮崎市清武町 爪形文・無文・石鏃？
58 山田第 2 宮崎市清武町 爪形文
59 坂元 宮崎市清武町 集石１ 水迫岩本・有舌尖頭器
60 下猪ノ原・第 2地区 宮崎市清武町 隆帯文
61 上の原第 1・B地区 宮崎市清武町 隆帯文？
62 杉木原 宮崎市清武町 隆帯文・爪形文・岩本
63 岡第 4 宮崎市清武町 隆帯文
64 札ノ元 宮崎市田野町 尖頭器
65 芳ヶ迫第 1 宮崎市田野町 岩本
66 芳ヶ迫第 3 宮崎市田野町 爪形文
67 井手ノ尾 宮崎市田野町 爪形文・水迫岩本・尖頭器
68 元野河内 宮崎市田野町 隆帯文・爪形文・尖頭器
69 青木 宮崎市田野町 隆帯文
70 黒草第 2 宮崎市田野町 隆帯文・岩本・細石器
71 七野第 4 宮崎市田野町 隆帯文
72 砂田 宮崎市田野町 隆帯文・爪形文・水迫岩本
73 天神河内第 1 宮崎市田野町 隆帯文・神子柴型石斧
74 茶屋原 宮崎市高岡町 爪形文
75 小平谷第 1 東諸県郡綾町 隆帯文
76 木脇 東諸県郡国富町 隆帯文・貝殻押圧文

77 塚原 東諸県郡国富町
集石 2・石列 1？・石器埋納遺

構１
隆帯文・爪形文・細石器・石鏃・丸ノミ型石斧・刺突文・

釣鐘状土製品・丹塗り土器
78 内屋敷 小林市 配石遺構３？ 岩本
79 堀浦 えびの市 丸ノミ型石斧
80 雀ヶ野第 3 都城市高城町 細石器・有舌尖頭器
81 堂山・南地区 都城市 隆帯文
82 水上第 2 都城市 無文

83 王子山 都城市山之口町
竪穴状遺構 4・土坑 10・炉穴
30・集石遺構 6？・配石遺構 8

隆帯文・貝殻押圧文・爪形文・細石器・石鏃・土製有孔円盤・
石鏃型石製品・軽石製石製品

84 軍人原 都城市高城町 無文・細石器
85 川原谷出水 都城市 隆帯文・無文？
86 大平 串間市 隆帯文
87 三幸ヶ野第 2 串間市 集石 2・土坑 1・配石遺構？ 隆帯文・爪形文
88 西ノ園 串間市 隆帯文

（表２）宮崎県下の縄文草創期の遺跡一覧②




